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［本研究の目的］本校の高等部と中学部が協力して行う「学び合いの場」の
校内教員への影響とコーディネーターの役割について検討する

［研究方法］
   １．対 象 「学び合いの場」２回分の実践と記録

「学び合いの場」に参加した教員のべ16名（第１回10名、第２回６名の振り返り）

   ２．内 容 「学び合いの場」とその参加者との個別の振り返り（インタビュー）を交互に実施する
報告者がコーディネーターとなって、「学び合いの場」を進行する

［考 察］
１．新しくチームに入った教員が新しい視点で意見をすることは、お互いを援助し合うことにつながる
２．コーディネーターが「相互コンサルテーション」を促進させることで、参加者は「援助者としての成
長感」を感じられるようになる

３．コーディネーターは、参加者が自由に意見を言い合えるように場をコントロールする役割がある

本研究は令和５年に本校において行った
「校内にある教育資源活用を試みた「学び合いの場」の実践」を引き継ぐものである

「学び合いの場」生徒が苦戦している状況に関して、教員で検討する参加が自由な場

第１回 第２回

参加者 高等部７名、中学部３名 高等部６名

上手くいかな
かったこと

コーディネーター
として

①全参加者に発言の機会を設定すること
ができなかった
②生徒の検討を継続するために必要な次
回開催の日程を調整してから会を終える
ことができなかった
③遅れて参加してきた教員に対して、こ
れまでの話の流れを説明する機会を設定
しなかった

①「学び合いの場」の開始までに検討の対象
となる生徒を選定していなかったこと
②苦戦状況の報告を行う際、担任が１人で報
告を行うと質問や意見がその１人の教員に集
中してしまうこと
③苦戦状況の報告を受ける際、学年毎に区
切って進行することをしなかった

学び合いの場
反省点

インタビュー
より

④ケース会議と雑談と、最終的にもって
いきたい方向性が少し不透明だった
⑤参加者全員が発言できるように進行す
ることは、この様な場において重要なの
だと思う
⑥呼び出された側の人数が極端に少ない
人数だと、どうしてもお客さん思考に
なってしまう

④検討と言うよりも、事実を確認した時間に
なっていたと感じている
⑤重要度の高い生徒対応については同じ次元
の情報を教員全員が持っておく必要がある
⑥目的がない事で、職員室の談笑の延長線上
の様な検討になってしまう
⑦状況が固定化されている様なケースには、
発言しても良いのだという十分な安心できる
雰囲気が必要だと感じる

［結果］
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